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自
動
車
に
装
着
さ
れ
て
い
る
セ
ン
サ
ー

が
感
知
す
る
情
報
を
集
め
、
道
路
状
態
を
把

握
す
る
実
証
実
験
を
始
め
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。
本
市
も
導
入
に
向
け
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
か
。

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
労
力
や
時

間
の
抑
制
、
道
路
の
適
切
な
維
持
管
理
な
ど

の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
実
証
実
験
の

効
果
を
考
慮
の
上
、
導
入
に
よ
る
効
果
な
ど

に
つ
い
て
前
向
き
に
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

自
動
車
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏

み
間
違
い
防
止
装
置
の
取
り
付
け
費
用
を
補

助
す
る
制
度
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
に
有
効
で
あ
り
、
導
入
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
の
よ
う
か
。

後
付
け
の
急
発
進
等
抑
制
装
置
に
つ
い

て
、
国
が
近
々
安
全
基
準
を
出
す
と
伺
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
た
上
で
、

安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
費
補
助
に
つ
い

て
、
来
年
度
当
初
の
実
施
を
目
指
し
て
制
度

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
小
企
業
の
支
援
に
向
け
て
、
西
尾
商

工
会
議
所
等
と
連
携
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
た
前
向
き
な
検

討
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
か
。

先
進
事
例
で
あ
る
岡
崎
市
の
活
動
を
参

考
に
し
て
、
本
市
に
あ
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

本
市
と
近
隣
市
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
学

校
が
休
み
の
日
の
開
所
・
終
了
時
刻
は
。

西
三
河
９
市
で
は
、
開
所
時
刻
は
午
前

７
時

分
が
８
市
、
午
前
７
時

分
が
西
尾

３０

４５

市
の
１
市
。
終
了
時
刻
は

時

分
が
西
尾

１８

３０

市
を
含
む
２
市
、

時
が
７
市
。

１９

就
労
す
る
保
護
者
の
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
向
け
て
、
学
校

が
休
み
の
日
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
開
所
時
刻
を
近
隣
市

と
同
じ
午
前
７
時

分
の

３０

開
所
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
か
。

今
後
、
利
用
実
態
や
保
護
者
の
方
の
意

向
を
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

職
員
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
現
段
階
で
は
拠

点
式
で
、
午
前
７
時

分
か
ら
の
開
所
を
検

３０

討
し
て
い
く
。

終
了
時
刻
を
近
隣
市
と
同
じ

時
に
す

１９

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
か
。

今
後
、
利
用
実
態
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
状
況
に
応
じ
て
職
員
の
確
保
に
努

め
、
保
護
者
の
方
に
安
心
し
て
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

市
民
ク
ラ
ブ

犬
飼

勝
博

１２月定例会では、人事案件、条例の改正、補正予算などを審議
１月臨時会では、契約案件を審議
●１２月定例会を令和元年１１月２９日から１２月１９日まで２１日間の会期で開催し、人事案件、条

例の制定・改正、市道路線の認定、補正予算など諮問１件、議案３３件、委員会提出議案
１件及び陳情７件を審議しました。
１２月２日、３日、４日に１４人の議員が、市政について一般質問を行いました。

●令和２年１月２０日に臨時会を開催し、工事請負契約案件を審議しました。

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
・
終
了
時
刻
拡
充
を

令和２年１月17日に視察報告会を開催しました。
厚生委員会、文教委員会、経済建設委員会、企画総務
委員会が、11月に行った先進地の視察の概要や西尾市
への提言など、各委員会の担当議員が報告しました。
視察の概要は20、21ページをご覧ください。

視察報告会を開催視察報告会を開催視察報告会を開催

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

中
小
企
業
の
支
援
策
を

●答
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て
い
る
。
ま
た
、
自
転
車
保
険
の
加
入
状
況

ま
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

２
０
１
７
年

月
に
自
転
車
活
用
推
進

１２

法
が
公
布
さ
れ
、
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務

化
や
推
進
を
求
め
る
条
例
を
制
定
し
た
自
治

体
が
あ
る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

近
年
、
自
転
車
事
故
で
相
手
方
を
死
傷

さ
せ
た
場
合
に
高
額
の
損
害
賠
償
を
命
じ
る

判
決
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車

保
険
加
入
の
義
務
化
や
促
進
を
求
め
る
条
例

を
制
定
す
る
自
治
体
が
あ
る
。
市
と
し
て
も

自
転
車
保
険
の
加
入
を
促
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

認
知
症
等
個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業
に

取
り
組
ま
な
い
か
。

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

産
後
う
つ
病
の
質
問
票
に
よ
る
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
結
果
で
、
支
援
が
必
要
な
人
は

ど
の
く
ら
い
か
。

産
後
う
つ
状
態
の
可
能
性
が
高
い
人
は

全
体
の
４
・
２
％
で
あ
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
産
後
ケ
ア
事
業
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
年
度
の
要
保
護
児
童
等
相
談
件
数
と

近
年
の
傾
向
は
。
虐
待
の
種
類
別
の
割
合
は
。

月
末
現
在
に
お
け
る
新
規
相
談
は
虐

１０

待
等

件
、
Ｄ
Ⅴ

件
、
そ
の
他
１
１
２
件

１６

１８

で
近
年
の
推
移
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
種
類

別
の
割
合
は
、
身
体
的
虐
待

・
４
％
、
心

４４

理
的
虐
待

・
３
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト

％
、

３３

１４

性
的
虐
待
８
・
３
％
で
あ
る
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
強
化
を

ど
う
考
え
る
か
。

「
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
」
の
開
設

を
令
和
４
年
度
を
目
標

と
し
て
い
る
。
業
務
内

容
は
現
行
と
変
わ
ら
な

い
が
、
職
員
配
置
等
で

専
門
職
の
配
置
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
本
市
の

配
置
職
員
の
類
型
は
中

規
模
型
と
な
り
、
最
低

人
員
と
し
て
常
時
、
子

ど
も
家
庭
支
援
員
３
名
、
心
理
担
当
支
援
員

１
名
、
虐
待
対
応
支
援
員
２
名
の
計
６
名
が

必
要
で
あ
り
、
現
在
は
満
た
し
て
い
な
い
。

今
後
は
同
支
援
拠
点
の
設
置
に
向
け
て
、
専

門
職
を
配
置
し
、
支
援
の
強
化
を
図
り
た
い
。
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国
は
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
策
定
に
向
け
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
原
動
力
と
し
た
地
方
創
生
を
新
た
な
視

点
と
し
て
明
記
し
た
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

令
和
２
年
度
策
定
予
定
の
第
２
期
西
尾

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
も
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
と
と
も
に
地
方

創
生
の
さ
ら
な
る
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。

環
境
部
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

環
境
基
本
計
画
や
地
球
温
暖
化
対
策
に

係
る
計
画
、
廃
棄
物
に
係
る
計
画
、
そ
れ
ら

計
画
を
策
定
・
検
討
す
る
際
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
で
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を

尊
重
し
た
環
境
施
策
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

本
市
の
中
学
校
の
生
徒
の
自
転
車
通
学

者
は
何
人
か
。
ま
た
、
自
転
車
通
学
者
は
自

転
車
保
険
に
加
入
を
し
て
い
る
か
。

中
学
校
の
生
徒
４
９
７
８
人
の
う
ち
、

約
８
割
の
３
９
６
６
人
が
自
転
車
通
学
を
し

今
年
度
の
Ｄ
Ｖ
相
談
の
件
数
は
。
ま
た

本
市
の
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

Ｄ
Ｖ
相
談
の
件
数
は

月
末
ま
で
に

１０

１８

件
で
あ
り
、
家
庭
児
童
支
援
課
の
要
保
護
担

当
６
名
で
対
応
し
て
い
る
。

市
職
員
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起

き
な
い
環
境
づ
く
り
等
へ
の
取
り
組
み
は
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
要

綱
を
定
め
、
そ
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
苦
情
相
談
窓
口
と
し

て
は
、
電
話
相
談
と
ウ
ェ
ブ
相
談
を
外
部
委

託
し
て
い
て
、
職
員
以
外
の
臨
床
心
理
士
な

ど
の
専
門
知
識
を
有
す
る
第
三
者
に
相
談
し

や
す
い
体
制
で
あ
る
。

職
員
が
直
接
相
談
で
き
る
顧
問
弁
護
士

を
配
置
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
な
い

か
。

市
政
運
営
上
発
生
す
る
問
題
等
に
つ
い

て
、
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
顧
問
弁

護
士
と
契
約
し
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
現
体
制
で
解
決
策
を
見
出
せ
る

状
況
に
あ
る
。

教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
現
場
で
は
、
管
理
職
や
上
司
、
同

僚
と
相
談
で
き
る
信
頼
関
係
や
職
場
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
ケ
ー

ス
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
相
談
に
乗
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

公
明
党
西
尾
市
議
団

大
塚
久
美
子

持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

至
誠
ク
ラ
ブ

磯
部

雅
弘

暴
力
の
な
い
ま
ち「
西
尾
市
」を
目
指
し
て

自
転
車
保
険
と
認
知
症
等
個
人
賠
償

責
任
保
険
の
加
入
促
進
を

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
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「
い
こ
ま
い
か
ー
」
の
利
用
状
況
は
。

幡
豆
地
区
の
利
用
状
況
は
、
平
成

年
３０

度
実
績
で
延
べ

人
。

３６

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
い
こ
ま

い
か
ー
」
の
運
営
に
関
す
る
収
支
の
状
況
は
。

市
全
体
の
運
行
経
費
が
１
９
４
万
円
、

運
行
収
入
等
が

万
円
で
、
収
支
差
額
の
１

７８

１
６
万
円
を
委
託
料
と
し
て
運
行
事
業
所
に

支
払
っ
て
い
る
。
利
用
者
一
人
当
た
り
の
市

負
担
額
は
７
３
１
円
で
あ
る
。

吉
良
地
区
で
は
、
駅
周
辺
の
商
業
施
設

や
医
療
機
関
な
ど
へ
行
く
こ
と
も
で
き
る
が

幡
豆
地
区
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
施
策
が

予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

幡
豆
地
区

公
共
交
通
協
議

会
で
吉
良
地
区

と
同
様
に
拡
大

す
る
方
針
が
示

さ
れ
た
。
本
年

度
末
か
来
年
度

早
々
に
運
行
開

始
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
る
。

本
市
の
空
き
家
戸
数
と
空
き
家
率
の
推

移
と
そ
の
分
析
は
。

平
成

年
は
５
２
２
０
戸
で

％
、

２０

１０

２５

年
は
８
３
９
０
戸
で

％
、

年
は
７
３
２

１４

３０

０
戸
で

％
。
統
計
調
査
で
は
減
少
し
て
い

１１

る
が
、
相
談
件
数
は
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い

る
。
相
談
は
、
管
理
不
全
の
た
め
周
囲
の
生

活
環
境
へ
の
影
響
が
予
測
さ
れ
る
状
態
の
空

き
家
で
あ
る
。
管
理
不
全
の
理
由
は
、
相
続

ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
相
続
人
の
管
理
意
識
の
低

下
、
除
去
に
よ
る
住
宅
用
地
へ
の
税
負
担
軽

減
措
置
の
除
外
、
市
街
化
調
整
区
域
に
立
地

す
る
空
き
家
が
多
い
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

将
来
、
特
定
空
き
家
に
移
行
す
る
と
見

込
ま
れ
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
町
内
会
の
協

力
を
得
て
実
態
を
把
握
し
て
い
る
が
推
移
は
。

町
内
会
か
ら
の
相
談
は
、
平
成

年
は

２８

件
、

年
は

件
、

年
は

件
。

２９

２９

３０

３０

３７

特
定
空
き
家
へ
の
対
応
は
。

現
在
、
特
定
空
き
家
に
認
定
し
て
い
る

空
き
家
は
な
い
。
所
有
者
自
ら
が
空
き
家
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
適
正
管

理
に
つ
な
が
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
空
き
家
の
活
用
事
例
は
。

活
用
事
例
は
な
い
。
愛
知
県
宅
地
建
物

取
引
協
会
と
連
携
し
た
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

の
開
設
に
着
手
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り
早

い
段
階
で
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。
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市
民
ク
ラ
ブ

永
山

英
人

平
成

年
に
改
正
さ
れ
た
水
防
法
で
の

２７

管
理
河
川
別
雨
量
基
準
の
変
更
内
容
は
。

市
内
７
河
川
の
基
準
は
、

年
、

年

３０

５０

１
５
０
年
に
１
回
程
度
の
各
降
雨
量
が
、
千

年
に
１
回
の
降
雨
量
に
変
更
さ
れ
た
。

改
正
さ
れ
た
水
防
法
の
新
基
準
で
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
の
見
込
み
は
。

未
策
定
の
県
管
理
２
河
川
に
つ
い
て
今

年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、

来
年
度
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
す
る
。

新
た
に
高
潮
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
が

規
定
さ
れ
た
が
、
本
市
の
対
応
は
。

県
の
令
和
３
年
４
月
を
め
ど
と
す
る
高

潮
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
を
待
っ
て
、
速
や

か
に
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

本
市
の
た
め
池
の
防
災
対
策
は
。

市
が
管
理
す
る
た
め
池
は

か
所
、
う

７４

ち
防
災
重
点
た
め
池

か
所
は
ハ
ザ
ー
ド
マ

２９

ッ
プ
を
作
成
済
み
、
指
針
見
直
し
で
新
た
に

か
所
を
重
点
た
め
池
に
追
加
し
、
令
和
３

１７年
度
中
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
予
定
。

本
市
の
水
道
施
設
の
洪
水
対
策
は
。

本
市
の
現
行
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

浸
水
深
で
は
、
被
害
は
出
な
い
状
況
で
あ
る
。

本
市
の
下
水
道
処
理
施
設
の
洪
水
対
策

は
。

雨
水
排
水
施
設
と
し
て

処
理
場
が
あ

２０

り
、
浸
水
に
よ
る
被
害
は
出
な
い
。
汚
水
処

理
施
設
は
、
８
施
設
が
浸
水
被
害
の
お
そ
れ

が
あ
り
、
浸
水
深
の
浅
い
処
理
場
に
つ
い
て

は
対
策
を
検
討
す
る
。

市
内

校
の
耐
用
年
数
を

年
と
想
定

３５

８０

し
た
残
余
年
数
別
（
５
年
刻
み
）
学
校
数
は
。

残
余
年
数

年
か
ら

年
が
９
校
、

２５

２９

３０

年
か
ら

年
が

校
、

年
か
ら

年
が

３４

１０

３５

３９

１１

校
、

年
か
ら

年
が
５
校
で
あ
る
。

４０

４４

小
・
中
学
校
の
建
て
替
え
コ
ス
ト
の
近

隣
市
の
事
例
は
。

小
学
校

教
室
で

億
円
、
中
学
校

２２

２０

１９

教
室
で

億
円
と
な
っ
て
い
る
。

３０
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
本
年
度
の
予
定

と
次
年
度
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

本
年
度
３
首
長
（
西
尾
市
、
岡
崎
市
、

幸
田
町
）
会
議
で
立
地
場
所
を
選
定
し
、
次

年
度
よ
り
計
画
策
定
、
調
査
業
務
、
令
和
７

年
頃
か
ら
設
計
、
工
事
を
行
い
、
令
和

年
１２

稼
働
を
目
指
す
。

新
施
設
に
対
応
す
る
専
門
部
署
設
置
は
。

３
首
長
会
議
で
の
立
地
場
所
選
定
後
に

検
討
す
る
。

危
機
管
理
の
現
状
に
つ
い
て

■問●答■問●答■問●答

教
育
施
設
に
お
け
る
当
面
の
課
題

市
民
ク
ラ
ブ

鈴
木

正
章

幡
豆
地
区
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー「
い
こ
ま
い
か
ー
」

■問●答

広
域
ご
み
処
理
施
設
計
画

増
え
続
け
る
空
き
家
問
題

■問●答
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■問●答■問●答■問●答

■問●答■問●答■問●答■問●答

協議会では、地域が主体となって公共
交通の見直しを協議している



にしお

市議会だより

広報 令和２年２月16日号

発
達
障
害
児
の
相
談
支
援
事
業
所
は
ど

こ
か
。
ま
た
、
事
業
所
に
お
け
る
相
談
件
数

の
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

西
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー「
あ
る
と
」、障
害
児
相
談
支
援
事

業
所
「
し
ろ
ば
ら
」
の
３
か
所
。
相
談
件
数

は
、
平
成

年
度
が
５
３
１
件
、
平
成

年

２８

２９

度
が
７
９
８
件
、
平
成

年
度
が
９
３
６
件

３０

で
、
３
年
間
で
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
に
お
け
る
発
達
障
害
児
の
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。

障
害
児
保
育
は
、
子
ど
も
の
状
態
に
よ

っ
て
、
園
児
２
人
に
対
し
て
１
名
ま
た
は
４

人
に
対
し
て
１
名
の
加
配
保
育
士
を
配
置
し

個
別
に
子
ど
も
に
寄
り
添
う
保
育
を
実
施
し

て
い
る
。
重
度
障
害
又
は
集
団
保
育
に
な
じ

め
ず
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
環
境
に
適
さ
な

い
場
合
は
、
白
ば
ら
園
で
の
療
育
を
紹
介
。

小・中
学
校
で
は
、
本
人・保
護
者
の
意
見
を

尊
重
し
、
特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学
級
、

通
常
学
級
へ
の
就
学
先
を
決
定
し
て
い
る
。

発
達
障
害
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
一
元

化
を
考
え
な
い
か
。

発
達
障
害
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

育
休
を
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、
企
業
等
に
対
し
て

行
っ
た
Ｐ
Ｒ
、
成
果
は
。

県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
共
催
し
、
企
業

経
営
者
等
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
成

果
と
し
て
は
、
雇
用
保
険
の
育
児
休
業
給
付

人
数
の
月
平
均
は
平
成

年
度
が
１
８
１
人
。

２６

平
成

年
度
が
約

％
増
の
約
２
６
０
人
と

３０

４４

な
っ
た
。歳

以
上
を
対
象
と
し
た
公
共
施
設
等

６５

を
活
用
し
た
「
集
い
の
場
」
を
積
極
的
に
つ

く
っ
て
い
く
考
え
は
。

来
年
度
か
ら
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
を

開
催
す
る
常
設
サ
ロ
ン
の
設
置
を
検
討
。

常
設
サ
ロ
ン
の
実
施
主
体
、
設
置
場
所

開
催
頻
度
は
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
り

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
一
色
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
２
か
所
に
設
置
予
定
。
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
平
日
に
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を

は
じ
め
、
脳
や
体
を
使
っ
て
楽
し
め
る
内
容

を
検
討
中
。

市
内
介
護
事
業
所
お
よ
び
福
祉
事
業
所

と
の
情
報
共
有
は
。

子
ど
も
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て

い
く
。本

市
の
食
品
ロ
ス
に
対
す
る
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

広
報
に
し
お
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

現
状
と
削
減
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
し
た
。

ま
た
、「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
に
も
掲
載
し
、
全
戸
配
布
し
た
。

保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
の
給
食
で
の
食
品
ロ
ス
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

保
育
園
・
幼
稚
園
で
は
、
食
育
計
画
を

立
て
、
日
々
の
保
育
の
中
で
野
菜
づ
く
り
、

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
体
を
使
っ

て
遊
ぶ
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
食
育
を
進
め

て
い
る
。
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
で
は
、

担
任
や
栄
養
教
諭
な
ど
が
、
食
に
関
す
る
授

業
や
給
食
時
間
に
お
け
る
指
導
の
中
で
取
り

上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
委
員
会

活
動
で
、
食
品
ロ
ス
に
関
す
る
調
査
や
残
菜

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

岡
崎
西
尾
地
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
に

お
い
て
、
生
ご
み
を
有
効
利
用
す
る
施
設
と

し
て
い
く
よ
う
に
考
え
な
い
か
。

岡
崎
西
尾
地
域
広
域
化
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
協
議
で
は
、
広
域
処
理
を
行
っ
て
い
く
品

目
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
市
と
し
て
研
究

す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
集
団
指
導
と
し
て
、
介
護

保
険
事
業
所
連
絡
調
整
会
議
を
年
１
回
開
催

予
定
。
介
護
保
険
制
度
の
改
正
な
ど
の
情
報

共
有
に
努
め
る
。

防
災
対
策
と
し
て
、
要
配
慮
者
の
う
ち

災
害
発
生
時
の
避
難
等
に
特
に
支
援
を
要
す

る
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援
や
課
題
は
。

本
年
度
、
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
個

別
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
支
援
に
つ

い
て
は
共
助
が
重
要
と
考
え
る
が
、
地
域
に

温
度
差
が
あ
り
有
効
な
体
制
づ
く
り
が
課
題
。

学
校
体
育
館
に
避
難
す
る
場
合
、
ト
イ

レ
の
問
題
が
あ
る
。
男
女
別
、
洋
式
化
な
ど

改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

校
舎
内
ト
イ
レ
の
改
修
を
優
先
し
、
完

了
次
第
、
屋
外
ト
イ
レ
を
含
め
改
修
を
進
め

て
い
き
た
い
。

ア
サ
リ
漁
業
復
興
事
業
の
進
捗
は
。
ま

た
、
効
果
や
課
題
は
。

漁
場
へ
の
種
苗
放
流
や
干
潟
・
藻
場
の

維
持
管
理
、
ウ
ミ
グ
モ
の
捕
獲
駆
除
や
砂
の

移
動
防
止
の
た
め
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ポ
ー
ル
の
設
置

矢
作
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
栄
養
塩
の
放

流
な
ど
を
実
施
。
ウ
ミ
グ
モ
の
駆
除
数
は
昨

年
比
約
９
割
減
少
。
引
き
続
き
ア
サ
リ
資
源

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

ア
サ
リ
資
源
回
復
に
向
け
、
補
正
予
算

対
応
な
ど
、
柔
軟
な
支
援
体
制
の
考
え
方
に

変
わ
り
は
な
い
か
。

支
援
体
制
の
考
え
方
に
変
わ
り
は
な
い
。

13
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発
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取
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税
の
滞
納
処
理
を
移
管
し
て
い
た
愛
知

県
内
の「
滞
納
整
理
機
構
」で
は
、「
借
金
し
て

で
も
払
え
」「
子
ど
も
の
高
校
通
学
を
や
め
さ

せ
て
払
え
」
な
ど
強
権
的
な
取
り
立
て
を
し

て
き
た
。今
後
、「
機
構
」の
廃
止
に
伴
い
全
て

の
収
納
対
策
を
市
が
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

同
様
の
強
権
的
徴
収
を
す
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
と
し
た
ら
適

切
で
は
な
い
。
市
が
行
う
こ
と
は
な
い
。

本
市
に
は
滞
納
整
理
事
務
基
準
や
取
扱

要
綱
が
な
い
。
適
正
・
公
平
な
扱
い
を
す
る

た
め
に
作
成
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
の
で
研
究
し
た
い
。

滋
賀
県
野
洲
市
は
「
く
ら
し
支
え
合
い

条
例
」
を
制
定
し
、
滞
納
者
へ
の
督
促
の
際

に
納
税
相
談
の
案
内
を
同
封
す
る
な
ど
丁
寧

な
対
応
を
し
て
い
る
。
実
施
し
な
い
か
。

滞
納
者
へ
ど
の
よ
う
に
相
談
案
内
を
届

け
る
か
検
討
す
る
中
で
、
野
洲
市
の
条
例
も

研
究
し
て
い
き
た
い
。

本
市
は
、国
保
税
の
滞
納
に
伴
う
資
格

証
明
書（
医
療
費
全
額
を
一
旦
支
払
う
）の
発

行
件
数
が
多
い
。国
は「
機
械
的
に
発
行
し
な

い
」「
特
別
の
事
情
を
勘
案
す
べ
き
」と
し
て

保
育
園
の
入
園
選
考
で
は
家
族
状
況
を

把
握
し
て
お
り
親
の
疾
病
等
は

件
と
き
く
。

７７

連
携
す
れ
ば
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

小
一
問
題
も
あ
り
保
育
園
と
は
連
携
が

あ
る
。
さ
ら
に
調
整
を
密
に
対
応
し
て
い
く
。

台
風

号
で
は
各
地
に
甚
大
な
被
害
が

１９

出
た
が
矢
作
古
川
は
大
丈
夫
か
。
氾
濫
対
策

は
ど
の
よ
う
か
。

矢
作
古
川
は
東
海
豪
雨
時
の
最
大
雨
量

毎
秒
５
９
０
立
方
㍍
だ
っ
た
が
、矢
作
川
分

派
堰
が
完
成
し
て
以
降
、
流
量
が
２
０
０
立

方
㍍
ま
で
に
制
御
さ
れ
た
。当
時
は
堤
防
の

路
肩
で
手
が
洗
え
る
ま
で
水
が
来
て
い
た
が

３
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
安
全
度
は
格
段
に
高

ま
っ
た
。

小
中
河
川
対
策
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
時
期
は
ど
の
よ
う
か
。

朝
鮮
川
、
広
田
川
、
安
藤
川
な
ど
雨
量

増
で
見
直
し
て
お
り
、
来
年
度
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
浸
水
想
定
区
を
公
表
し
た
い
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
矢
作
川

氾
濫
時
に
は
中
央
体
育
館
が

㎝
未
満
、
花

５０

の
木
小

㎝
以
上
３
ｍ
未
満
の
浸
水
想
定
と

５０

あ
る
。
市
街
地
の
高
層
建
築
物
に
も
避
難
で

き
る
よ
う
市
か
ら
も
働
き
か
け
な
い
か
。

２
階
な
ど
へ
の
垂
直
避
難
が
重
要
だ
が

自
主
防
災
会
や
個
人
で
依
頼
し
に
く
い
場
合

は
、
市
も
一
緒
に
出
向
く
な
ど
考
え
た
い
。

認
知
症
高
齢
者
は
施
設
入
所
も
困
難
に

な
っ
て
い
る
。
介
護
す
る
家
族
の
た
め
、
さ

ら
な
る
支
援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

な
れ
な
い
介
護
で
身
体
的
・
精
神
的
に

負
担
が
大
き
い
。
個
別
相
談
や
家
族
交
流
会

を
実
施
し
て
い
る
が
、
来
年
度
分
か
り
や
す

い
「
認
知
症
Ｑ
＆
Ａ
」
も
作
成
し
て
い
く
。

市
民
病
院
の
認
知
症
認
定
看
護
師
に
も

医
療
面
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

専
門
的
な
観
点
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
介
在
が
期
待
さ
れ
、
重
要
で
あ
る
。

福
井
県
で
は
、

代
の
両
親
と

代
の

９０

７０

夫
３
人
の
介
護
疲
れ
で
殺
人
に
及
ん
だ
事
件

が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ダ
ブ
ル
ケ
ア
で
は
支

援
体
制
の
連
携
が
不
可
欠
と
思
う
が
ど
う
か
。

今
あ
る
制
度
を
拡
充
し
て
い
く
。
個
別

の
ケ
ー
ス
を
検
討
し
て
連
携
す
る
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
連
絡
会
議
を
始
め
て
い
く
。

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
家
族
を
介
護
し
、
学
業
を

犠
牲
に
す
る
例
も
あ
る
。
本
市
で
は
ど
う
か
。

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
事
例
は
あ

る
。
し
か
し
今
、
家
庭
訪
問
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
で
家
庭
の
把
握
は
し
に
く
い
。

様
々
な
基
準
を
設
け
て
い
る
。
ル
ー
ル
通
り

に
行
う
と
厳
密
な
調
査
の
た
め
膨
大
な
事
務

量
が
求
め
ら
れ
る
た
め
「
資
格
証
発
行
よ
り

滞
納
者
へ
の
相
談
や
対
応
に
こ
そ
力
を
注
ぎ

た
い
」と
し
て
、資
格
証
を
発
行
し
な
い
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
十
分
な
面
談
が
で
き
な

い
か
ら
と
発
行
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
か
。

法
に
基
づ
い
て
適
正
に
や
っ
て
い
る
。

（
指
摘
さ
れ
た
事
は
）
よ
く
勉
強
し
た
い
。

公
共
施
設
は
、
施
設
の
寿
命
や
安
全
対

策
の
た
め
「
公
共
仕
様
」
で
建
設
さ
れ
る
。

し
か
し
、
吉
良
支
所
棟
は
、
建
物
は
公
共
仕

様
だ
が
、
空
調
・
電
気
・
給
排
水
設
備
は
民

間
仕
様
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

契
約
前
の
業
者
と
の
個
別
対
話
で
、
民

間
仕
様
で
良
い
と
回
答
し
て
い
る
。

記
録
で
は「
民
間
仕
様
で
設
計
を
進
め

て
い
る
」と
の
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
発
言
に
、市
は
一
言

の
意
見
も
な
い
。Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
言
い
な
り
か
、前

市
長
へ
の
忖
度
か
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
建
設
さ
れ
る
ア
リ
ー
ナ
棟
は
公
共
仕
様
か
。

今
の
と
こ
ろ
民
間
仕
様
で
良
い
と
し
て

い
る
が
、
設
計
に
入
る
前
に
、
公
共
仕
様
で

行
う
よ
う
要
求
し
た
い
。

旧
一
色
支
所
の
仮
囲
い
を
撤
去
し
、
適

切
な
防
犯
対
策
を
し
な
い
か
。

仮
囲
い
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
か
ら
外
す
（
市

が
直
接
行
う
）
こ
と
に
つ
い
て
、
民
事
調
停

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
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平
成

年
１
月
に
株
式
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｃ
、

３０

三
河
開
発
株
式
会
社
か
ら
「
処
分
場
跡
地
に

係
る
経
緯
と
経
過
」
と
い
う
文
書
が
郵
送
さ

れ
て
き
た
が
、
市
に
も
郵
送
さ
れ
た
か
。
ま

た
、
ど
の
関
係
者
ま
で
郵
送
さ
れ
た
の
か
把

握
し
て
い
る
か
。

平
成

年
１
月
に
市
長
あ
て
に
郵
送
さ

３０

れ
て
き
た
。
把
握
し
て
い
る
郵
送
先
は
、
全

員
に
確
認
し
て
い
な
い
が
、
市
議
会
議
員
や

市
内
漁
業
組
合
、「
三
河
湾
沿
岸
の
環
境・生

活
・
産
業
を
守
る
会
」
関
係
者
、
新
規
産
廃

処
分
場
建
設
計
画
影
響
調
査
研
究
会
委
員
、

そ
し
て
報
道
機
関
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

「
処
分
場
跡
地
に
係
る
経
緯
と
経
過
」に

よ
る
と
榊
原
前
市
長
と
神
谷
元
副
市
長
は
こ

の
問
題
に
前
向
き
で
あ
る
よ
う
な
内
容
で
あ

っ
た
が
、
事
実
は
ど
の
よ
う
か
。

業
者
と
は
平
成

年
度
か
ら

年
度
に

２４

２５

か
け
て
、
勉
強
会
や
話
し
合
い
を
行
っ
た
の

は
事
実
。
過
去
の
一
般
質
問
で
「
新
規
産
廃

処
分
場
も
産
廃
問
題
解
決
の
選
択
肢
の
一
つ
」

と
答
弁
し
て
き
た
。
一
方
、
榊
原
前
市
長
は

「
新
し
い
産
廃
施
設
を
は
じ
め
よ
う
と
言
っ

た
こ
と
は
な
い
」、神
谷
元
副
市
長
は「
西
尾

市
は
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
の
答
弁
し
た
の
も
事
実
。
平
成
２９

来
年
度
か
ら
再
編
さ
れ
る
６
万
石
く
る

り
ん
バ
ス
の
運
行
時
間
の
検
討
、
バ
ス
停
の

整
備
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

運
行
時
間
は
廃
線
と
な
る
名
鉄
東
部
交

通
バ
ス
の
寺
津
線
、
平
坂
・
中
畑
線
に
限
り

早
朝
と
夜
間
の
運
行
を
予
定
し
て
い
る
。
バ

ス
停
は
住
宅
地
か
ら
３
０
０
㍍
以
内
を
目
安

に
設
置
す
る
。
乗
客
者
の
多
い
バ
ス
停
に
は

雨
よ
け
や
待
合
所
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

運
賃
支
払
い
方
法
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
を
進
め
な
い
か
。

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
多
額
の
整
備
費

が
必
要
と
な
る
た
め
、
安
価
に
導
入
が
可
能

な
バ
ー
コ
ー
ド
決
済
を
検
討
し
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
い
こ
ま

い
か
ー
」
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、
サ
ー

ビ
ス
を
拡
充
し
な
い
か
。

西
尾
地
区
は
現
在
、
自
宅
か
ら
一
番
近

く
の
公
共
交
通
駅
、
バ
ス
停
ま
で
が
運
行
条

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
各
地
区
の
拠

点
と
な
る
公
民
館
や
商
業
施
設
ま
で
乗
車
で

き
る
よ
う
に
検
討
を
し
て
い
る
。

免
許
証
返
納
者
へ
の
配
慮
は
ど
の
よ
う

か
。

現
在
、
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
満

歳
以
上
の
方
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

７５割
引
乗
車
証
を
交
付
し
て
い
る
。
現
在
の
交

付
期
間
３
年
を
令
和
２
年
度
か
ら
は
５
年
に

延
長
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
向
け
て
、
現

状
の
施
設
の
整
備
、
管
理
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
改
善
の
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

長
寿
命
化
の
修
繕
を
行
い
、
市
民
ニ
ー

ズ
を
満
た
せ
る
よ
う
計
画
的
な
整
備
を
進
め

る
。
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、
大
会
前
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
環
境
整
備
に
努
め
る
。

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
」に
つ
な

が
る
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
奨
学
金
制

度
を
検
討
し
な
い
か
。

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
は
考
え
て
い
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
夢

を
金
銭
面
に
限
ら
ず
育
成
面
も
含
め
て
手
助

け
で
き
る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
て

方
策
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

総
合
運
動
場
の
整
備
計
画
を
検
討
し
な

い
か
。平

成

年
度
に
ス
ポ
ー

３０

ツ
団
体
か
ら
全
体
の
整
備
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
で
き
る
も
の

か
ら
整
備
を
進
め
て
欲
し
い

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

年
後
の
将
来
を
思
い
描
き

３０な
が
ら
計
画
づ
く
り
を
来
年

度
か
ら
進
め
て
い
く
。

年
３
月
定
例
会
の
施
政
方
針
で
榊
原
前
市
長

が
「
新
し
い
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
建

設
す
る
必
要
は
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
新
規
産
廃
処
分
場
あ
り
き
」の
考

え
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
書
を
複
数
の
人
に
送
り

つ
け
る
業
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

業
者
と
市
の
話
し
合
い
以
外
に
も
、
時

折
々
の
場
面
で
発
言
さ
れ
た
人
た
ち
の
氏
名

や
発
言
内
容
な
ど
、
多
く
の
個
人
情
報
を
含

む
文
書
を
複
数
の
人
に
送
っ
て
い
る
こ
と
自

体
、
信
頼
性
を
疑
う
業
者
、
会
社
と
し
て
の

信
頼
を
損
な
う
業
者
だ
と
考
え
て
い
る
。

産
廃
計
画
地
の
中
に
あ
る
市
道
を
含
む

市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
、
市
長
の
思
い
は

ど
の
よ
う
か
。

平
成

年
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で

２６

「
市
有
地
等
の
買
収
の
話
が
、
仮
に
あ
っ
た

と
し
て
も
買
収
に
応
じ
る
考
え
は
な
い
」
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
現
状
に
お
い
て
も
当
時

の
答
弁
と
変
わ
り
は
な
い
。

現
在
、
産
廃
業
者
が
現
地
に
お
い
て
各

種
環
境
要
素
の
現
況
調
査
を
実
施
し
て
い
る

か
確
認
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
現
在
、
業
者

の
動
き
は
あ
る
か
。

現
状
、
実
地
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い

と
推
測
し
て
い
る
。
市
に
対
し
て
直
接
的
な

動
き
は
な
い
が
、
水
面
下
で
動
い
て
い
る
と

の
情
報
は
入
っ
て
い
る
。
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市
と
矢
作
建
設
工
業
が
、
設
計
契
約
を

解
除
す
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
が
、
そ
の

後
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

月

日
以
降
、
矢
作
建
設
工
業
か
ら

１０

２８

の
連
絡
は
な
い
。

矢
作
建
設
工
業
か
ら
の
連
絡
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
市
も
代
理
人
も
連
絡
は
し

て
い
な
い
の
か
。

市
は
代
理
人
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
、

今
日
現
在
、
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
報
告
を

受
け
て
い
な
い
。

解
除
通
知
を
出
し
て
か
ら
１
か
月
も
違

約
金
の
請
求
を
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
単

な
る
怠
慢
な
の
か
、
そ
れ
と
も
請
求
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

違
約
金
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
損
害
補
償
だ
け
で
な

く
、
再
発
防
止
と
い
う
目
的
も
あ
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
重
要
な
事
案
を
１
か
月
以
上
も

ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
市
長
は
請
求
に
つ
い
て
指

示
を
し
た
の
か
。

所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情
報

提
供
で
把
握
し
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
状
態
の
方
や
家
族
へ
の
支

援
は
。保

健
所
と
連
携
し
支
援
に
つ
な
げ
、
就

労
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
紹
介
、
生
活
保
護
の
申
請

に
つ
な
げ
る
等
あ
る
が
、
具
体
的
支
援
に
は

つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

相
談
窓
口
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

体
制
の
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
ひ
き
こ

も
り
の
専
門
窓
口
で
は
な
い
が
、
関
連
す
る

所
管
課
と
連
携
し
て
総
合
的
な
相
談
窓
口
設

置
を
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
助
成
を
。

公
費
助
成
は
、
原
則
、
定
期
予
防
接
種

の
み
対
象
で
、
助
成
を
す
る
予
定
は
な
い
。

民
間
住
宅
借
り
上
げ
公
営
住
宅
制
度
を
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
推
進
検
討

会
議
の
結
果
で
、
制
度
実
施
を
検
討
す
る
。

一
斉
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
。

町
内
会
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い
事
業
と

な
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
す
る
。

み
ど
り
川
散
策
路
整
備
事
業
の
推
進
を
。

三
条
橋
か
ら
緑
橋
ま
で
整
備
さ
れ
、
そ

の
上
流
部
は
休
止
し
て
い
た
が
、
整
備
手
法

を
検
討
し
て
事
業
を
再
開
す
る
。

病
院
経
営
悪
化
の
要
因
は
。

経
営
悪
化
の
要
因
は
、
医
師
不
足
が
非

常
に
大
き
く
、
そ
の
ほ
か
に
国
の
医
療
費
抑

制
施
策
、
他
院
と
の
競
合
な
ど
に
よ
る
患
者

数
の
減
に
よ
る
。

患
者
満
足
度
調
査
な
ど
の
結
果
は
。

昨
年
度
の
調
査
で
の
主
な
評
価
は
、「
知

人
に
当
院
を
薦
め
る
か
」と
の
問
い
に
、「
薦

め
た
い
」「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」が
半
々
。

総
合
的
な
評
価
点
は

・
７
％
で
近
隣
病
院

８４

と
同
様
の
高
い
評
価
と
思
う
。
し
か
し
、
患

者
満
足
度
調
査
の
方
法
は
、
現
在
の
抽
出
方

式
を
患
者
全
員
を
対
象
に
改
め
て
い
き
た
い
。

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
へ
の
取
り

組
み
は
。

医
師
不
足
で
診
療
制
限
し
て
い
る
泌
尿

器
科
、
産
婦
人
科
な
ど
の
常
勤
医
師
を
確
保

し
、
急
性
期
・
回
復
期
医
療
を
安
定
的
に
提

供
し
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
の
認
識
と
実
態
調
査
を
。

ひ
き
こ
も
り
に
な
る
背
景
は
様
々
で
、

ひ
き
こ
も
り
と
い
う
だ
け
の
枠
組
み
で
は
捉

え
き
れ
な
い
。
実
態
調
査
は
難
し
く
、
保
健

書
面
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
状
況
で

結
果
と
し
て
期
日
が
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
指

示
は
し
て
い
な
い
。

契
約
主
体
は
教
育
委
員
会
と
思
う
が
、

教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た

の
か
。見

直
し
、
契
約
は
資
産
経
営
局
の
方
で

行
っ
て
お
り
、
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
教
育

委
員
会
の
方
で
締
結
を
し
て
い
る
が
、
書
類

作
成
等
々
は
資
産
経
営
局
の
指
示
に
従
っ
て

行
っ
た
。

増
加
費
用
の
民
事
訴
訟
と
市
が
申
し
立

て
た
民
事
調
停
は
、
い
つ
ご
ろ
結
論
が
出
る

の
か
。増

加
費
用
は
、

月
６
日
に
終
結
の
予

１２

定
。
そ
の
後
、
裁
判
所
が
双
方
の
主
張
を
整

理
し
判
決
を
決
定
す
る
手
続
に
入
る
。
民
事

調
停
は
、
終
結
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。

裁
判
所
の
和
解
案
は
、
支
払
い
の
根
拠

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
う
が
、
議
会
に
説
明

も
な
く
和
解
案
を
蹴
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
支

払
わ
な
い
理
由
と
再
度
和
解
の
基
準
は
。

和
解
勧
告
は
、
細
か
い
積
み
上
げ
の
結

果
で
は
な
く
、
金
額
的
に
ど
う
か
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
く
、
弁
護
士
に
も
意
見
を
伺
っ
た

結
果
で
あ
る
。
今
回
も
市
の
代
理
人
の
弁
護

士
と
検
討
し
た
結
果
、
さ
ら
に
審
議
を
進
め

る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
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真
誠
会

中
村

眞
一

日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

牧
野

次
郎

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

支
所
棟
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
民
病
院
に

■問●答■問●答■問●答■問●答

見
通
し
の
立
た
な
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

見
直
し
の
経
緯
と
今
後
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
々
の
支
援

様
々
な
市
民
要
望
に
応
え
て

■問●答■問●答■問●答■問●答■問●答■問●答

■問●答■問●答■問●答■問

●答■問●答■問●答■問●答
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市議会だより
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し
た
市
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性
は
何
か
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
早
朝

夜
間
等
の
閉
庁
時
の
証
明
書
の
交
付
が
可
能
。

「
健
康
保
険
証
機
能
」を
持
つ
こ
と
に
よ

り
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。

保
険
証
が
な
く
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
提
示
に
よ
り
受
診
で
き
る
。

渋
滞
が
予
測
さ
れ
る
県
道
西
尾
吉
良
線

の
整
備
を
今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
す
る
の
か
。

地
域
住
民
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
有
効
な
対
策
を
検
討
す
る
。

国
道

号
須
美
イ
ン
タ
ー
か
ら
グ
リ
ー

２３

ン
ロ
ー
ド
へ
の
接
続
に
つ
い
て
再
度
検
討
し

な
い
か
。

有
効
な
路
線
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い

る
の
で
、
今
後
検
討
す
る
。

ア
イ
シ
ン
高
丘
工
場
入
口
の
右
折
車
両

に
よ
る
渋
滞
緩
和
策
は
何
か
。

歩
道
整
備
に
あ
わ
せ
右
折
帯
設
置
な
ど

の
道
路
改
良
計
画
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

関
連
企
業
の
進
出
も
期
待
す
る
中
、
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
周
辺
の
工
場
用
地
確
保
は
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に

あ
わ
せ
、
開
発
の
適
否
を
検
討
す
る
。

関
係
車
両
の
増
加
も
視
野
に
入
れ
、
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
整
備
を
検
討
し
な
い
か
。

交
通
量
の
変
化
な
ど
を
把
握
し
検
討
す
る
。

上
横
須
賀
駅
移
転
も
視
野
に
入
れ
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
な
い
か
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
公
共
施
設
、
住

宅
用
地
の
必
要
性
を
研
究
し
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
の
必
要
性
を
検
証
す
る
。

工
場
竣
工
ま
で
に
必
要
な
施
策
は
。

道
路
、
公
共
交
通
、
住
宅
基
盤
整
備
を

滞
り
な
く
進
め
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

河
川
堤
防
の
崩
壊
な
ど
に
よ
る
浸
水
被

害
を
防
ぐ
訓
練
は
ど
の
よ
う
か
。

各
種
水
防
訓
練
に
参
加
し
、
技
能
習
得

と
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

避
難
誘
導
訓
練
は
ど
の
よ
う
か
。

自
主
防
災
会
と
連
携
し
た
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。

詰
所
の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

活
動
の
ベ
ー
ス
基
地
で
あ
り
、各
種
訓
練

や
災
害
時
等
、円
滑
な
活
動
を
行
う
団
員
相
互

の
打
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
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至
誠
ク
ラ
ブ

神
谷

雅
章

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
今
後
の
活
用

■問●答■問●答■問●答■問●答

３
月
定
例
市
議
会

開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

議
会
テ
レ
ビ
中
継
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

【
放
送
日
】

２
月

日（
金
）（
２
月

日
施
政
方
針
演
説
）

２８

２５

２
月

日（
金
）（
２
月

日

代
表
質
問
）

２８

２６

３
月
５
日（
木
）（
２
月

日

一
般
質
問
）

２７

３
月

日（
水
）（
２
月

日

一
般
質
問
）

１１

２８

３
月

日（
火
）（
３
月
２
日

予
備
日
）

２４

【
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
】

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ「
キ
ャ
ッ
チ
」

地
上
デ
ジ
タ
ル

Ｃ
Ｈ

１１

【
放
送
開
始
時
間
】

施
政
方
針
演
説
は
時
か
ら
で
す
。

１３

代
表
・
一
般
質
問
は
時
か
ら
で
す
。

１８

２
月

日（
火
）
本

会

議

２５

（
議
案
上
程・施
政
方
針
演
説
）

日（
水
）
本
会
議（
代
表
質
問
）

２６
日（
木
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

２７
日（
金
）
本
会
議（
一
般
質
問
）

２８

３
月
２
日（
月
）
本
会
議（
予
備
日
）

４
日（
水
）
本
会
議（
当
初
予
算
上
程
）

５
日（
木
）
文
教
委
員
会

９
日（
月
）
厚
生
委
員
会

日（
火
）
経
済
建
設
委
員
会

１０
日（
木
）
企
画
総
務
委
員
会

１２
日（
月
）
本

会

議

２３

開
会
時
間
は
午
前

時
で
す
。

１０

故
新
家
喜
志
男
議
員
に
対
す
る

追
悼
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
を
見
て
み
よ
う

西
尾
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

月
定
例
会
最
終
日
の

月

日

１２

１２

１９

に
、
現
職
中
の

月
１
日
に
ご
逝
去

１２

さ
れ
た
故
新
家
喜
志
男
議
員
に
対

す
る
追
悼
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

所
属
し
て
い
た
至
誠
ク
ラ
ブ
の
会

長
で
あ
る
山
田
慶
勝
議
員
が
、
市
議

を
代
表
し
故
新
家
議
員
の
誠
実
な

人
柄
や
功
績
な
ど
を
述
べ
、
哀
悼
の

意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

傍
聴
席
に
は
、
遺
影
を
手
に
追
悼

演
説
に
耳
を
傾
け
る
ご
遺
族
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

故新家議員の席に献花が供えられた議場での追悼演説

■問●答
駮
馬・瀬
戸
地
区
へ
の
工
場
進
出
に
伴
う

ま
だ
ら
め

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■問●答■問●答■問●答■問●答■問●答■問●答■問●答
消
防
団
の
組
織
強
化・活
動
支
援
は



伸一、

ター

運営し
で、同
主な
活動・
組みを

併設さ
ブキッ

意を強

路復旧
いた建
震によ
谷の底
高かっ
化リス
次に、
った。
階 ) し
策。大
ととも

文教委員会文教委員会
◎神谷雅章、○松井晋一郎、大塚久美子、鈴木正章、
稲垣正明、神谷庄二、筒井 登

【日程】 令和元年１１月１２日、１３日、１４日
【視察地・テーマ】
兵庫県神戸市 保育人材確保事業
福岡県福岡市 いじめや不登校に対する取り組み
佐賀県武雄市 ＩＣＴを活用した教育

【内容】
神戸市では、保育園・幼稚園・認定こども園の概

要から、保育士不足の現状、対策・取り組みについて、
６項目の支援策「給与・家賃補助・保育料補助・働
き方（雇用形態）・資格試験の学費補助・奨学金返
還費用補助」を中心に市独自の施策を伺った。潜在
保育士の復職支援とともに、新たに保育士を目指す方
の支援について参考にしていきたい。
福岡市では、いじめ・不登校問題について、スマー

トフォン等のアプリケーションソフトウェア「ＬＩＮＥ（ライ
ン）」を活用した「福岡市いじめ LINE 相談２０１９」を
開設した経緯や現状、課題などについて伺った。近年、
複雑かつ多様化する同問題について、行政・学校・
専門家（心理職など）が、若年層の多くが利用する「Ｌ
ＩＮＥ（ライン）」を活用し、柔軟かつ迅速に支援が提供
できる体制づくりについて今後参考にしていく必要が
ある。
武雄市では、タブレット端末（iPad）を活用した教

育（ICT 教育）の詳細と今後の課題等について事例
をもとに、子供たちの「主体的な学びの実現」のため、
「ひとり学習」を推進し、課題と学びを深める取り組み
について伺った。
ネット環境が充実している現在、新たな教育の在り
方として検討していく必要がある。

企画総務委員会企画総務委員会
◎犬飼勝博、○松崎隆治、黒辺一彦、渡辺信行、
鈴木武広、稲垣一夫、鈴木規子

【日程】 令和元年１１月１３日、１４日、１５日
【視察地・テーマ】
宮城県仙台市 震災を踏まえての防災対策
岩手県陸前高田市 東日本大震災の教訓等
岩手県大船渡市 教訓を活かした防災対策

【内容】
仙台市では、津波への多重防衛による減災対策と

して、防潮堤再整備、県道のかさ上げ、防災林再生。
避難のための施設やルート確保では、避難施設（避
難ビル・避難タワー）、避難道路整備。安全なすまい
の確保では、危険地域の建築制限、防災集団移転等
の取り組みが進められており参考となった。
陸前高田市では、震災後に「陸前高田市東日本大

震災検証報告書」を作成
し、避難が何より重要で
あることが明記され、積
極的な避難に重点を置い
た防災教育や訓練を実施
することの重要性が示さ
れ、概要版を全宅配布し
て市民に周知していた。
本市においても、被災地からの経験（避難が何よ

り重要）を踏まえ、防災・減災の取り組みに繋げてい
く必要がある。
大船渡市では、震災後の防災対策として、高台へ

の住居移転や災害危険区域の設定、地域防災計画の
見直しや各種マニュアル整備、県外他自治体との災害
協定の締結等の取り組みを推進していた。また、防災
行政無線が電力により使用できなくなった経験から、
バッテリーボックスを設置、携帯電話を活用したＳＮＳ・
緊急速報メール、希望する世帯へ個別受信機の貸与
等、参考となった。
本市は、南海トラフ地震の発生が危惧されており、

被災地での教訓や震災後の防災対策等を参考に、地
域防災計画の見直しや各種マニュアルの整備等の検
討が必要である。

【視察目的】行政視察は、西尾市政の抱える課題や今後取り組むべき施策について、先進地の事例や状況を実際に
見聞して調査し、西尾市政への反映を目指して実施しています。 ◎委員長 ○副委員長

ついて、
います。

びび 市政に活かす！市政に活かす！

NSHAKU

震災の被災状況を保存している
荒浜小学校跡地を視察

タブレット端末を活用
したＩＣＴ教育について
説明を受ける。
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常任委員
会 行政視察

厚生委員会厚生委員会
◎大河内博之 〇前田 修、藤井基夫、本郷照代、
永山英人、颯田栄作、山田慶勝、岡田隆司

【日程】 令和元年１１月６日、７日、８日
【視察地・テーマ】
佐賀県唐津市 「市民病院きたはた」における地域

医療連携と経営の効率化
福岡県福岡市 歯科口腔保健事業の取り組み
福岡県久留米市 認知症対策（認知症個人賠償責任

保険）事業

【内容】
唐津市の「市民病院きたはた」は、慢性期医療に

特化した。診療所の減少や開業医の高齢化の中で、
地域で手薄となっている
在宅医療を積極的に実
施し、地域の「かかりつ
け医」の役割に徹する
などの取り組みで、平成
２４年度からは、黒字に
転じた。規模も地域性も

異なるが、西尾市としても参考にすべき点があると思
われる。「ここの病院がどうなるかでなく、地域の医
療がどうなるかである」とのことであった。
福岡市では、かかりつけ歯科医をもつ人を増やすこ

とこそ重要と、歯科節目健診や歯周病予防教室など
精力的に取り組んでおり、結果、むし歯のある割合は
減少し、特に低年齢児に顕著であった。若年層（２０
から３０歳代）の検診受診率の向上のため、３５歳を対
象とした歯科節目健診（歯周疾患検診）や１８歳以上
を対象とした歯周病予防教室も実施している。
久留米市は、認知症支援ガイドブックの作成、事故

救済制度などを実施している。認知症と思われる高齢
者による事故が急増する昨今であり、西尾市において
も、認知症高齢者個人賠償責任保険や高齢者あんし
ん登録制度など研究・検討すべきと考える。

経済建設委員会経済建設委員会
◎青山 繁 〇長谷川敏廣、磯部雅弘、石川伸一、
中村眞一、小林敏秋、牧野次郎

【日程】 令和元年１１月１１日、１２日、１３日
【視察地・テーマ】
北海道函館市 函館市地域交流まちづくりセンター
北海道七飯町 道の駅なないろ・ななえ
北海道札幌市 胆振東部地震の道路復旧

学生への市営住宅提供事業
【内容】
函館市では、NPO サポートはこだてが管理運営し

ている「函館市地域交流まちづくりセンター」で、同
センターの機能や役割などについて話を伺った。主な
活動は、情報発信、交流場所の創出、市民活動・
NPO の支援などで、行政が直接できない取り組みを
積極的に行っていた。
七飯町では、「道の駅なないろ・ななえ」に併設さ

れた「THE DANSHAKU LOUNGE」は、ライブキッ
チンやショッピングに加
え、男爵いもの生みの
親、川田男爵の歴史や
近代農業を知ることが
できる農具が壁面に展
示されていた。町の魅
力を最大限発揮し、多
くの町民から愛される道
の駅を目指すとのこと。町が道の駅にかける熱意を強
く感じた。
札幌市では、初めに、「胆振東部地震の道路復旧

について」説明があったが、実際に現地で傾いた建
物や陥没した道路を見る機会を得て、改めて地震によ
る液状化の恐ろしさを実感。液状化地域は、谷の底
にあたる部分を造成したところで、地下水位も高かっ
たとのこと。西尾市においても地域ごとの液状化リス
クをしっかり市民に明確にしていく必要がある。次に、
「学生への市営住宅提供事業について」話を伺った。
住人の高齢化や空き部屋の増加 ( 特に４・５階 ) し
ている市営住宅に大学生が入居するという施策。大
学生を取り込んだ取り組みやアイデアには驚きととも
に大変感心した。

◎神
稲

【日程
【視察
兵庫
福岡
佐賀

【内容
神

要か
６項
き方
還費
保育
の支
福

トフォ
ン）」
開設
複雑
専門
ＩＮＥ（
できる
ある。
武

育（
をもと
「ひと
につ
ネ
方とし

【視察
見聞

【視察報告会】１月17日、西尾市議会では、「視察報告会」を実施しました。報告会は、各委員会の行政視察について、
議員間での情報共有及び意見交換により、その効果をさらに高め、議会全体の資質・機能向上を目指しています。

現地に学び現地に学び 市市

市民病院きたはたでは、病院長から
直接説明を受けることができた。

道の駅に併設されたTHE DANSHAKU
LOUNGEで説明を受ける。
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★西尾市手話言語条例の制定について

★西尾市下水道事業の設置等に関する条例の制定について

★西尾市下水道事業の企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定について

★西尾市部設置条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について
★西尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について

★西尾市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市立看護専門学校の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市地区計画の区域内における建築物制限条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市文化財保護条例の一部を改正する条例の制定について

★市道路線の廃止について

★市道路線の認定について

★古川緑地（岡ノ山遊ぼっ茶広場）の指定管理者の指定について

★西尾市八ツ面ふれあいセンターの指定管理者の指定について

★西尾市福地ふれあいセンターの指定管理者の指定について

★西尾市米津ふれあいセンターの指定管理者の指定について

★西尾市西野町ふれあいセンターの指定管理者の指定について

★令和元年度西尾市一般会計補正予算（第５号）

★令和元年度西尾市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

★令和元年度西尾市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

★令和元年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第３号）

★西尾市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の特例を定める条例の制定について

★西尾市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

★西尾市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

★工事請負契約の変更について

★令和元年度西尾市一般会計補正予算（第６号）

★令和元年度西尾市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

★令和元年度西尾市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

★令和元年度西尾市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

★令和元年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第４号）

■１２月定例会で審議され、可決した議案等
☆ 人権擁護委員に、勝良一氏を推薦することに同意しました。

■１月臨時会で審議され、可決した議案
★工事請負契約の変更について
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■１２月定例会に出された陳情書
趣旨採択★私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を是正するために市町村独自の授業料助成の拡充

を求める陳情書
趣旨採択★国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書
趣旨採択★愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書
議長預かり★福祉保育職場の大幅な増員と賃金の引き上げの実現をめざし国に対し意見書提出を求める陳情
議長預かり★「国による妊産婦医療費助成制度創設」を求める自治体意見書採択についての陳情書

趣旨採択★国に対して「すべての子どもによりよい幼児教育・保育の無償化の実現を求める意見書」の提出を
求める陳情書

不 採 択★子育て支援など社会保障の施策拡充についての陳情書
不 採 択★介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書
不 採 択★社会保障の施策拡充についての陳情書

21

室

集

編

■議場見学をしませんか？町内会や老人会の行事、ご家族、ご友人同士でお誘い合わせの上、お気軽にお越しください。
詳しくは、議会事務局へ電話（℡６５－２１８２）でお問い合わせください。

日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
「
令
和
」
初

め
て
の
年
越
し
を
経
て
、
心
新
た
に
充
実
し
た
議

会
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
決
意
で
す
。

国
内
外
の
不
協
和
音
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
繰
り
返

さ
れ
る
昨
今
、
政
治
離
れ
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て

い
ま
す
。
他
者
と
の
関
わ
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が
希
薄
に
な
る
な
ど

未
来
へ
の
不
安
を
訴
え
る
声
を
耳
に
す
る
た
び
、

今
こ
そ
小
さ
な
自
治
体
単
位
で
、
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
と
し
て
、

情
報
発
信
と
多
く
の
声
を
市
政
に
届
け
る
こ
と
は

私
た
ち
市
議
会
の
重
要
な
責
務
と
考
え
、
現
在
、

議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
、
調
整
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
と
真
摯
に
向
き
合
い
、

力
を
合
わ
せ
て
活
気
あ
る
西
尾
市
を
つ
く
っ
て
い

け
る
よ
う
体
制
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■賛否の分かれた議案 １２月定例会へ提出された議案、陳情のうち、賛否が分かれたものに
ついて掲載します。
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